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次
の
要
項
で
賛
助
会
員
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集
い
た
し
ま

す
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○
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費
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円
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分
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集
号
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と
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は
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別
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費
を
頂
き

ま
す
。

○
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み
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市
北
区
小
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総
町

大
谷
大
学
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教
学
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究
室

佛
教
学
セ
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ナ
ー
編
集
部

＊
郵
便
振
替
用
紙
も
御
利
用
下
さ
い
。

（
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都
Ｅ
］
目
大
谷
大
学
佛
教
学

研
究
室
代
表
者
舟
橘
一
哉
）

既
発
行
の
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」

を
御
希
望
の
方
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右
記
の
と
こ
ろ
へ

お
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込
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下
さ
い
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三
五
○
円
）

一

鈴
木
大
拙
先
生
の
「
日
本
民
族
性
と
佛
教
の

発
展
」
は
非
常
な
反
響
を
よ
ん
だ
よ
う
で
あ
る

が
、
い
よ
い
よ
本
号
で
完
結
す
る
。

本
号
に
は
本
学
名
誉
教
授
山
口
益
先
生
の

「
佛
身
観
の
思
想
史
的
展
開
」
と
い
う
玉
稿
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
日
本
学

士
院
で
行
な
わ
れ
た
御
講
演
「
報
身
俳
に
つ
い

て
」
を
も
と
に
、
先
生
に
加
筆
し
て
頂
い
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
本
学
名
誉
教
授
山
田
亮
賢
先

生
に
は
、
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
理
に

お
願
い
し
て
、
〈
人
と
業
績
〉
「
佐
全
木
月
樵

先
生
」
を
執
筆
し
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
両
先
生

に
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い
。

ま
た
本
学
出
身
の
田
端
哲
哉
君
（
研
学
中
）

に
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
印
度
学
研
究
の
現

状
を
書
い
て
頂
い
た
。
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